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「影」をテーマに折本五行歌集を編みました。
かげ【影・陰・蔭・翳】…広辞苑を繙けば、実に膨大なテキ
スト量で解説されていて、この一語の大きさに改めて怯みま
す。古来より、文化的にも科学的にも当然のようにつかわれ
た言葉で、私たちも子どものころから日常に自然にあるもの
として、もはやその意味を改めて問うことなどなかったかも
しれません。昔あそんだ影踏み気分で、お楽しみください。
さて、いくつ影を踏めるでしょう。
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おわりに
五行歌とは「五行で書く」ことだけがルールの、詩歌
形式です。私たちは、草壁焰太氏が創立した「五行歌
の会」に所属し、月刊『五行歌』に作品を発表しなが
ら、栢瑚五行歌部として年刊誌『栢瑚』を刊行するな
ど活動しています。詳細は栢瑚のサイトご覧ください。
「かしこ五行歌」で検索できます。
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